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,t ' し幸良広

所
得
税
の
確
定
申
告
に

必
要
な
も
の

i

く
く

こ
れ
だ
け
は
お
忘
れ
な
く

~' (2) の

ニ
、
マ
イ
ホ
ー
ム
を
ロ
l

ン
で
購
入

し
、
住
宅
取
得
等
特
別
控
除
を
受

け
ら
れ
る
方

O

笠
記
簿
謄
本

O

住
民
票
の
写
し

O

売
買
契
約
書
ま
た
は
締
負
契
約

苫

O

住
宅
取
得
資
金
に
係
る
借
入
金
の

年
末
残
高
等
証
明

書

=
一
、
生
命
保
険
料
控
除
・
損
害
保
険

料
控
除
の
あ
る
方

O

そ
れ
ぞ
れ
の
保
険
料
の
支
払
証
明

肘
ばこ

の
ほ
か
に
「
印
鑑
」
、
給
与
収

入
な
ど
の
あ
る
方
は

「

源
泉
徴
収
票
」

が
必
要
に
な
り
ま
す

。

所得税の

確定申告は

正し《お早めに

3 月司 E⑧
:1_.iI日正で

、-

るれ l侍 りだ
必た な問 、 く

要方おま職た
はは、で 員 め
あ 、 戸fr にカずに

り町得お相
ま県税越談次
せ民のしにの
ん税確下応、日
。 の定さじ程

申申いま表
告 告。 すの

( 受付時間 午前9時~午後3時 > 33 22 
。 。 い定汗五五 ー

い屯 m て の よJ-~ í屯たのを 日 Ji 電 斗ι
合 j皮 を 、 軽務 i皮だ電お公 二 i皮 電成
わ 利お免備 の 利 く波持 イI:Î十 法 波五
せ 用 願許 等 機用こ利ち)九 竺 利年
は料い 人 に 械料と用のに日
、nJlJ すの要 化制に料皆よ可 部 施周回
た 度 る皆すや度なを様り決改 行料月
記 にも様る屯はり国に、 ・ 正 さ制ー
ま聞のに経 i皮、まには無成 ( れ度目
ですで ー 官民屯す納、線立平
。 るす定に 悦 j皮 。 付 毎局、成 さがか
お 。 のつ 施 行 し年の六四 す 勺
間 負い i設政 て ー 免月 年。

町
県
民
税
の
申
告
相
談
に
つ
い
て

町
県
民
税
(
住
民
税
)
の
申
告
書

は
、
平
成
四
年
中
の
所
得
を
平
成
五

年
一
月

一
日
現
在
で
居
住
し
て
い
た

市
町
村
に
三
月
十
五
日
ま
で
に
提
出

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん。

申

告
書
に
正
し
く
記
載
し
て
い

た

日程表
日 時 地 区 場 所

2 月 24 日嗣 田 :注 ~t 
2 月 25 日制 任l 程: 南 重信町農村環境改善センター

2 月 26 日掛 見 メ"s〉、Z 良

3 月 1 日 (月) -::t i章 J 11 重信町役場別館 2 階大会議室，I，!.'、

3 月 2 日伏) 山之内・樋口 ・ 横河原 重信 IflT 農協北 吉 井支所

3 月 3 日制 西 同 西 !珂 丹ふA、 民 自官

3 月 4 日 (樹 牛沸i団地 ・ 一i二樋 ・幡謄古 牛 測団地 第 2 集会 所

3 月 5 日掛 牛 決l iド 淵 公 民 館

3 月 8 日明) 南野田 ・北野 田 1仁 聖子 133 公 民 館

3 月 9 日ω 下 林 重 信 IIIT 農協持志支所

3 月 10日附 上 林 上 中本 公 民 官官

3 月 11 自体) J:. 村 上 村 公 民 館

3 月 12 日樹
予 備 日 重信町役場別館 2 階大会議室

3 月 15 日伺)

一
、
医
療
費
控
除

(
十
万
円
と
所
得

の
五
%
と
の

い
ず
れ
か
少
な
い
方

の
金
額
以
上
に
医
療
費
を
支
払
っ

た
時
)
を
受
け
ら
れ
る
方

O

支
払
っ
た
医
療
費
の
領
収
書
や
明

制
書

O

保
険
な
ど
で
補
て
ん
さ
れ
る
金
制

の
明
細
書

相談丘ヒ
Eヨ町県民税申

郵
政
省
か
ら
の
お
知
ら
せ

問
倒
屯
気
通
信
慌
時
局
企

曲
線

宮
O
八
九
九
(
一
一
一
L
ハ
)

・K
O
じ

.



国
保
だ

よ

.J-;' 

自
分
の
健
康
は

自
分
で
守
ろ
う
⑤

年
に
一
度
は

健
康
診
査
を

受
け
ま
し
ょ
う

の

す
こ
や
か
で
、
盟
か
な
毎
日
を
お

く
る
た
め
に
は
、
定
期
的
な
健
康
診

査
は
欠
か
せ
な
い
も
の
の

一
つ
で
す

。

と
く
に
成
人
病
は
、
長
い
間
自
分
で

病
気
の
進
行
に
気
が
つ
か
な
い
も
の

が
多
い
の
で
す

。

疲
状
の
な
い
早
期
に
病
気
を
み
つ

け
れ
ば

、

治
る
率
が
向
く
な
り
ま
す

。

こ
わ
い
と
い
わ
れ
る
「
が
ん
」
ら
健

診
で
早
期
発
見
す
れ
ば
、
行

パ
ー
セ

ン
ト
近
く
治
り
ま
す

。

人
間
の
か

ら
だ
は
、
日
々
刻
々
と

変
化
し
て
い
ま
す

。

今
年
「
異
常
な

し
」
だ
っ
た
か
ら
、
来
年
も
「
異
常

な
し
」
と
は
限
り
ま
せ
ん

。

も
し
、

呉
市
が
あ
れ
ば
、
日
常
生
活
に
気
を

つ
け
、
場
合
に
よ
っ

て
は
治
療
が
必

要
で
す

。

健
診
は
受
け
る
だ
け
で
な

く
、
そ
の
結
果
を
自
分
の
健
康
管
瑚

に
生
か
す
こ
と
が
大
切
で
す
。

健
康
だ
と
自
分
で
感
じ
て
い
る
と

き
か
ら
、
健
康
診
査
を
習
慣
づ
け
ま

'
し
ト

A
F
A
J
。

げし幸良広(3) 

1 1 基本健康診査 2 1 循環器検診 3 1 貧血検診 4 1 胃検診 5 1 婦人科検診
tlE 血Jf. ，:':jijl1曲Uilム 心lil 貧血のイi無を しらべ ， lt

~人保健法にJ企づいた成 的(狭心掛: ・心筋ti!本 ・ 弁月定
曲lの l(，it羽である il'f化総や脳

りがん， '，'/芯i鋭、 十 :f行総 イーはがん、 子店筋I章、 ~H

人病予防を目的とした診 1t 組・イ4守主脈な ど }をみつけま l負傷を -'，'. JUfにみつけます。 !長のう純などをいJUI にみつ

です。 す。 脳卒 ' 1 ' ，心臓病を j'M
人科などの紛れをみつけ ま

けます.
するのが大き な n(r.Jです。

す。

6 1 胸部レントゲン検診・倹タン 71 乳がん検診 8 1 大腸がん検診 9 1 人間ドック

腕結紘や刷iがんを'，!.lYI1ê
得門 I~による彼J会 ・触珍 人-紛がんを '，!. JIIIにみつけ

により . 干しがんを 'MUIにみ 総合的な飽IJt検診。
見 します。 つけます。

ます。

年
金
だ

よ

国
民
年
金
保
険
料
の
未
納
を

チ
ェ
ッ
ク
し
ま
し
ょ
う

今
年
度
も
残
す
と
こ
ろ
わ
ず
か
に

な
り
ま
し
た

。

保
険
料
の
年
度
の
締

め
く
く
り
に
、
ご
自
分
の
保
険
料
に

納
め
忘
れ
が
な
い
か
チ
ェ
ッ

ク
し
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か

。

も
し
、
保
険
料
の
納
め
忘
れ
が
あ

り
ま
す
と
、
将
来
受
給
す
る
老
齢
廿
摂

礎
年
金
が
減
額
さ
れ
る
ば
か
り
か
、

病
気
や
ケ
ガ
で
不
幸
に
し
て
昨
害
者

に
な

っ
た
場
合
の
障
害
基
礎
年
金
が

受
け
ら
れ
な
か
っ
た

り
、

一
家
の
大

山
知
柱
で
あ
る
ご主
人
が
亡
く
な

っ
た

と
き
に
受
け
ら
れ
る
造
紘
基
礎
年
金

を
受
給
で
き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す

。

ま
た
、
保
険
料
を
キ
チ
ン
と
納
め

る
こ
と
は
、
自
分
自
身
の
年
金
権
の

確
保
と
同
時
に
「
世
代
と
世
代
の
助

け
合
い
」
と
い
う
大
き
な
役
割
も
果

た
す
こ
と
に
な
る
の
で
す

。

平
成
四
年
四
月
分
か
ら
今
年
の

三

月
分
ま
で
の
保
険
料
は
、
重

信
町
か

ら
発
行
さ
れ
た
納
付
書
に
よ
り
四
月

末
日
ま
で
に
納
め
る
こ
と
に
な

っ
て

い
ま
す

。

保
険
料
を
納
付
し
て
い
る

か
ど
う
か
不
明
の
場
合
は
、
役
場
の

国
民
年
金
係
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い

。

一
。ρ~O ~づ戸、

一。.・・・・ n 一、 、 、、./ . 十

一一-r‘・E ‘ p~'"三.""唱曲... 

一一十
一

交
通
災
害
共
済

一

平
成
五
年
度
加
入
申
込
み
に
つ
い
て

…

市
町
村
交
通
災
官
共
済
は
、
不
幸

に
し
て
交
通
災
害
を
受
け
た
時
、
少

し
の
掛
金
で
見
舞
金
を
受
け
取
る
こ

と
が
で
き
る
制
度
で
す

。

事
を
運
転
さ
れ
る
方
は
も
ち
ろ
ん

特
に
お
年
寄
り
-
L
J

供
を
含
め
、
心
不

抜
そ
ろ
っ

て
加
入
さ
れ
る
よ
う
お
す

す
め
し
ま
す
。

加
入
資
格

重
信
町
に
住
民
票
の
あ
る
五

※
但
し
、
予
止
し
惇
で
阿
外
に
山
て
い

る
五
も
、
扶
養
義
務
者
が
加
入
す
る

場
合
は
加
入
で
き
ま
す

。

。
掛
金
額t

l
 

制
札
M
H
b
n
u
n
υ

1

(
川
川
和
臼
年4H
1

日

午
以
前
)

小
学
術
以
ド

2
5
0

川

(
昭
和
臼
年4
H
2
U

生
以
降
)

※
呪
在
中
学
3

年
中
は

4

般
に
介

り
ま
す

。

O
共
済
期
間

平
成
5

年
4
川

l

H

か
ら
千
以
G

年
3
H
m
H

ま
で
の
.
年
間

作
組
長
さ
ん
を
通
じ
て
受
付
の
他
、

り
生
誕
で
も
受
付
ま
す

。

見 舞 金 額

等級 ξ夕聖、, .， ~ グ】 聖t IfI イ育 制

~{ L.: 100 )jl'l 

つ> l民 ßlliの治縦実 1 1 数 36011rJ. 1 '.の偽'I'{- 20)jl'l 

3 |制Ilíの ifì1J:fX 11 数 1 80 11 以 lマ;O') i~~ ・ 1 [- 17)j 5 千1' 1 1
36011 Àと ÌI~1

4 ~r.llíの治療実 11 数 l9a6() 1l1l 以ぷi向1 ~ の I~á ' ，' 15 )jl'l 

5 |制Ilíの i制限 11 数 8906 1Nl uぷii品l の 11，fH 12)j 5 T-I'I 

6 医師の治縦'先 日数 64 日 以卜・のiW， ' f 10 JiI'I 
80 日未満

7 l伝 ftiliの治療実 11 数 4811 以 l 掲-のiお・ 'f 7)j5T1'I 
6411 ;.j.:; i的 t

8 I~ r. lliの治'fa'X 11 政 ~~2 11 以 1 '.・の flà'，'r- 5 )jl'l 
.18 11 ;.j.:; il:l~ 

9 |刷liの it誠実 LI 数 31621 U1 以料品|の lífH 3 )jJ'I 

10 1~ r. IIÎの ~fì1Ji 'X 11 数 1 76 11i lrAl i向l ' のiU}r- 1 )jl'l 
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平
成
五
年

重
信
町
成
人
式

一
月
十
五
日
(
金
)

町
民
会
館
大
ホ

l

ル

該
当
者
九

O
名

出
席
者
四
七
名

ぶ

謝辞

志津川

σ〉lγ 

意

見

発

表

し幸良

志津川

広

千
葉
晃
寛
、
本
日
成
人
式
を
迎
え

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た

。

今
ま
で
い

い
こ
と
も
惑
い
こ
と
も
あ
り
ま
し
た

が
、
二
十
年
と
い
う
年
月
が
、
流
れ

る
よ
う
に
過
ぎ
去
り
ま
し
た

。

身
長

は
、
中

学
校
入
学
当
時
の

一
四
八

m

か
ら

一
七
三

m
に
な
り
、
体
重
も

二

十
同
ほ
ど
増
え
ま
し
た

。

体
は
、
い

つ
の
ま
に
か
立
派
な
大
人
に
な
り
ま

し
た
が
、
今
の
私
は
、
心
の
方
が
そ

れ
に
つ
い
て
い
っ
て
い
な
い
と
い
う

状
態
で
す
。

大
人
に
な
っ
た
今
、
大

切
な
の
は
そ
の
心
の
方
で
す

。
。こ
れ

か
ら
は

心
を
鍛
え
て
い
か

な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん

。

さ
て
、
二
十
才
に
な
る
と
、
楢
も

た
ば
、
」J
U
許
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。

こ
れ
ま
で
許
可
さ
れ
て
い
な
い

の
は
、
単
に
、
ま
だ
発
達
段
階
で
あ

る
未
成
年
に
は
、
身
体
に
与
え
る
影

響
が
大
き
す
ぎ
る
、
と
い
う
か
ら
だ

け
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。

二
十
才

に
な
る
と
世
間
か
ら
も

一
人
前
の
人

間
と
し
て
扱
わ
れ
、
自
分
の
行
動
に

責
任
を
も
た
な
く
て
は
な
ら
な
く
な

り
ま
す
。

特
に
た
ば
こ
は
、
体
に
悪

い
こ
と
ば
か
り
で
、
ど
れ

一
つ
と
し

て
い
い
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

。

こ
ん

な
こ
と
は
誰
で
も
知

っ

て
い
る
こ
と

で
あ
り
、
体
が
必
く
な
る
の
も
な
・
つ

な
い
の
も
自
分
次
第
で
す
。

こ
れ
か

ら

は
、

法
に
縛
ら
れ
る
の
で
は
な
く
、

自
分
で
自
分
を
縛
っ
て
い
か
な
く
て

は
な
り
ま
せ
ん

。

酒
に
し
て
も
、
適

量
な
ら
体
に
い
い
と
吉田
わ
れ
ま
す
が
、

そ
の
適
誌
で
や
め
ら
れ
る
か
が
問
題

で
す
。

夜
の
街
に
は
、
自
分
の
適
ハ
"

を
大
き
く
越
え
て
し
ま
い
、
ふ
ら
ふ

ら
し
て
い
る

人
や
、
馬
鹿
騒
ぎ
す
る

人
、
ひ
れ
伏
し
て
い
る

人
ま
で
い
ま

す
。

こ
れ
ら
の
見
苦
し
い
人
々
は

、

大
人
と
し
て
の
自
党
が
な
い
人
た
ち

だ
と
思
い
ま
す

。

、
」
ん
な
状
態
で
は
、

自
分
を
押
さ
え
る
こ

と

も
、
自
分
の

行
動
に
責
任
を
も
っ
、
」
と
も
で
き
な

い
か
ら
で
す
。

責
任
も
て
る
行
動
を
す
る

、

聡高塚晃寛千葉

と
し、

う
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
、

言

い
訳
が
通
用
し
な
い
と
い
う
こ
と

な
の
で
、
大
変
難
し
い
こ
と
で
す

。

し
か
し

、

こ
れ
が
大
人
で
あ
り
、
大

人
に
な
る
た
め
の
条
件
の

一
つ
で
す

。

今
日
か
ら
、
少
し
で
も

早
く
、
本
当

の
大
人
に
な
れ
る
よ
う
に
頑
張
ろ
う

と
思
い
ま
す

。

※
成
人
式
に
出
席
で
き
な
か

っ
た

万
に
も
記
念
品
を
用
意
し
て
お
り

ま
す
の
で
、

三
月

三
十

一
日
ま
で

に
、
町
民
会
館
ま

で
受
け
取
り
に

・米
て
下
さ
い
。

録者

集

重信町では、臨時保母として登録される方

を募集しています。

玄草色
.!�!.. 時保母

募

臨

これは、今働いている保母が、出産や病気

などで、 長期の休暇を取る場合に代替保母と

して勤務をお願いするものです。

保母資格をお持ちの方で、登録を希望され

る }j は、 「履歴書J r保母資格証明書」をご

持参のうえ、厚生訴までお申し込み下さい。

なお、待遇等については、 重信町役場厚生

fi'64 -2001、内線 253 までお問 L、合わせ判
部
下さい。

申 込 ~ イサ 中

「国の教育ローン」のご案内

国民金融公庫では、受験費削 ・ 入学金等の進学資

金、授業料 ・ 下宿代等の在学に必要な費用をご利則

いただける「国の教育ローン」の rl:l込を受付してお

ります。

お気軽にご相談ください。

ご融資金額 学./主 ・ '-E徒お - - 人につき 150万円以内

対象校 高校・短大 ・ 大学・専修学校・ 各種学・校等

手IJ 率 年 5.7%

ご返済期間
6 年以内(ただし、尚校、短大、得fl基

学校等は 5 年以内)

お IBJ ~ 、合わせ先

同民金制l公}lJî松山支店
宮 0899 (41) 6148 

担当 教育ローン係



11 樋

ザ占、

人
は
作
し
き
て
い
く
山
'で
多
く
の
人

と
の
出
会
い
を
経
験
し
、
人
間
と
し

て
構
か
れ
て
い
く
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う

か
。

私
に
と
っ

て
成
人
式
を
迎
え
る
と

い
う
こ
と
は
、
大
人
と
し
て
認
め

ら

れ
、
文
字
通
り
社
会

の
.
けは
と
な
る

と
い

う
だ
け
で
は
な
く
、

'H

分
の
行

動
に
付
し
て
よ
り

.
Mm
A
任
を
も
た

な
け
れ
ば
な

ら
な

い
こ
と
だ
と
思
い

ま
す

。
私
は
こ
の
が
か
ら

奈
川
りと
し
て

施

設
で
働
く

こ
と
に
な
り
ま

し

た
。

'N

分
の
や
り
た
い
付
慌
に
就

く

、
}
と
が

で
き
て
今
、
と
て
も
キ
せ
で
す

。

主

人
ホ
ー

ム
の
京
町
と
い
う

仕
事
に
は

、

シ
i

ツ
交
換
、
オ
ム
ツ
交
換
、
食
事

介
助
、
入
浴
介
助
、
リ
ハ
ビ
リ
な

ど

さ
ま
ざ
ま
な
仕
事
が
あ
り
ま
す

。

去

の'1' し報広(5) 

三恵

年
の
が
弘
と
秋、

施
設
で
.
週
間
泊
ま

り
込
み
の
実
問
を
し
ま

し

た
が
、
こ

の
と
き
ほ
業
と

引
場
と
の
ギ
ャ
ッ
プ

を

強
く

感
じ
、

-H

分
の
与
え
の
け
さ

に
恥
か
し
く
な
り
ま

し
た
。
組
倒
的

に
内
分
か
ら
お
年
寄
り
に
持
す
る
こ

と
、
前
払
敬
の
念
を
も
っ
こ
i
yて
笑
顔

を
絶
や
さ
な
い
こ
と
、
感
謝
の
気
持

ち
は
ぷ
胞
に
受
け
と
る
こ
と
な
ど
な

ど
。

介
護
と
は
相
子

の
気
持
ち
を
察

し
、
相
干
の
身
に
な

っ
て
牟
え
介
助

す
る
こ
と
だ
と
痛
感
し
ま
し
た

。

ま

た
、
自
分
に
厳

し
い
ベ
テ
ラ
ン
の

前

川
さ
ん
述
が
熱
心
に
什
が
に
取
り
組

ん
で
い
る
安
か
ら
も
、
多

く
の
こ
と

を

教
わ
り
ま

し
た

。

.

遡
聞
の
実
刷
引
を
終え
て
お

別
れ

の
技
拶
を
す
る
た
め
に
入
所
有

の
部

以
に
い

っ
た
と
き
‘

.

人

の
お
ば
あ

さ
ん
が
私
に

、

「
あ
ん
た
は
い
つ
も

に

こ
に
こ
笑

劇
で
ょ
う
が
ん
ば

っ
と

っ
た
よ

己
と
優
し
く

パ

っ
て
ド
さ
い

ま
し
た

。

こ
こ
に

も
、

私
を
い
ん
で
い

て
く

れ
る

人
が
い
た

の
だ
と
思
う
と
、

胸
が
熱
く
な

り
ま
し
た

。

と
同
時
に
、

将
米
の
'
日
分
の
社
い
れ
に
対
し
て
、
多

少
な
り

と
も
向
伝
が
も
て
る
よ
う
に

な

っ

て
き
ま
し
た

。

A
1H

こ
こ
に
成
人
式

を

迎
え

、

間

同
の
人

述
か
ら
大
人
と
し
て
認
め
ら

れ
る
こ
と
と
な
り
ま

し

た
。

私
自
身

は
ま
だ
大
人
に

な
っ

た
と
い
う
実
感

は
あ
ま
リ
あ
り
ま
せ
ん

。

し
か
し
、

仕
事
を
任
さ
れ
る
立
場
と
な
っ
て
、

氏
任
の
重
大
さ
を
感
じ
て
い
ま
す

。

私
に
で
き
る
新
-
併
の
こ
と
を
し
て

恒岡

人
の
役
に
し
仏
ち
た
い
と
思

っ
て
い
ま

す
。

最
後
に
、
今
ま
で
暖
く

見
守
っ
て

く

れ
た
両
親
に
対
し
て
感
謝
の
れ
持

ち
を
込
め
て
あ
り
が
と
う
を

J

い
た

い
と
思
い
ま
す

。

平和祈念事業特別基金

戦争犠牲の御労苦に慰藷の念を込めて

‘l'和祈念 'I~ ~特別法令1，1:. 戦後'j;11制J!1Ijj'( .r，. . いわゆる恐給欠初打、
引ぬ行 を 中心 とする関係打の }j 々 の戦争f連特による御労目についてニ

れらの お 々に 'if，l誌の念をぷす 'I~~ を li リ ています。

戦後強制i例im お関係の附'，!.' I~ ~についてI.t . 楕求期限が平成 51手 3

月 31 日まで と.i(! っ てれりますので. Ifl.めに J，'I ;J<して く ださい。

…図書館だよ

戦後強制抑留者の皆様へ

1~11. 1&. 111 ソj1! ní またはモ ンゴル|時の地域に強ISlj J! II f11 された }j また

はその術Ji立飲ーに. 1人11111総.f1M人ー l巨名の，I::~k ・ 銀Mを UM' ，'. しています

ニのうち 11'11:思給などを受給されていない }jに{ふ併せて慰労令と

して 10 Ji Plの l則的が支給されますn -新刊図書のご案内
〈知識・ 情報学> 0 ギネスブソ ク '9 :~ ーヒーター ・ マ 1

シューズ 0 ，泣むクスリ 1 ~ ー 1 '. liíj ì字到i つ 人1".知能 と i
人 1m-l{:Jt�. <社会科学> l) ニュースの考 ， II '~;: 一 知

illifi Jl'(樹 0 1晩秋の シカゴー ポブ ・ グリーン 0 アウトゼ
アーハワード ・ ブラム 〈自然科学・医学> 0 高・ J :山

- 11ft先新|封J1 L O 薬草の !当然保ìl~-*:l/N. (-i 合 r o lli，，~ビ
臨調批判 - ，'r化降 0 エイズの rJ工夫」一 1111 1 I縄 IJ <芸
術・芸能> u l ll: WK芸妓陀縦一進藤幸彦: 0 いつもあ
なたがそばにいた -21米千香イ.0 :.f¥: f=l '1' 村・橋之助
一 L橋 J F. 之 〈文学> (' 子規とベースポール -fJll l+1 1i凶 l
?fì o W総博文 と官近出一件.木|経 四 :. 0 1引 ヂイ'tí111 (-t U ・ l 

( Iっ - li . ..-!ぐ広之 0 サノ、リンの fli 一 川辺均 て 0 たった

人の 'I:i量一 利:好 - :. ?台 0 ス カ ーレットーアレク サ ンド
ラ ・ リブリー の 愛とぷしみのピノ" IJ ーヒル ズーパ ヴ

卜 ・ ブース ・・ ・・・・・・ ・他。

〈今月の標語〉

0 いい本を読むと急 、 私は三千年も生きられたらと

思う (エマー ソン)

* * 
思給欠格者の皆様へ

" 11日時JYW日が鋭いため年全思*'~をそけられない.いわゆる思給欠m
.r，の 1j で、 外地方干の勤務経験があり、加m1ドを合めた抗戦11'.が :1 11

~'J. 1 ーの }jに内閣総.f11[ kl:~ 名 の ， 'l~kを、このうち70級以 | ーの む には 1")

骨骨名の舶に併せて iRI''(- :平を "1'/"， \. しています。

引揚者の皆棟へ

先の大，~~の終戦に ffい本 ru以外の地域か ら 引 き偽げてこられた )j

で、 r'm劫打努に対する特別交付令の 支給に I泌する i.tfIIJ に よる特Hリ
交付金を受給された )j に. IJ~llìl総fl~.)..;1:;. r， の II !:~止を目的 EA し ています

(f，拘望号、色 }'I 、|吋後. t尺慌の作品か らのづ If~ .r; を合みます L

すでに ，11'1ぶ されている )j 々へ.す資H絡持 1袋梨 f<件". て守η守平;についての6隊t必を量必鋭i見Lι.怠 íi

っ ているところですので.いましばら く お待ちください。

l 請求およびお問い合わせ先 | 

ヂ利析念 'I~$特別法令 {総則的計作} 〒 112 ~ì :j( 都文 );(1)<. 大級5-:ト 1 :11
戦後強制J!ll fI( n ・ 引偽.r;関係 ft03-:灼~5-HO:1 ・ HOï I 
.包紛欠絡祈関係 ftO:!ー :1\)45-47()4 I 

J，'1 ，1< \'作 W(.1: 、 郎jllJ付 m. ， lil><:白川 r .Hなどの窓 口 にもれいでありますω | 



広報

全戸会員制実績報告
' IL ，蕊-1 -íf. I支ìRイ，~ IU J 社会制祉協議会うそ}_ i会 WM

の実純にあたり町民のみなさんのご協 )J により

l ， 021 ， 300PJの会的を納めていただきました。

なお、会伐の ‘F古Ciは地域九';ill: のJífl進のため作

地I~に配分し、伐り の 半傾は心身開古布、 ねた

きり主人、独!討を人対策事業~ 'l~ などに充てさせ

ていただきました。

みなさんのご協 )J に感謝する とともに、 その

支店:)'t を搬ftJ します。

平成4年度重信町社会福祉協議会会費

IU也 lベれ 'X 車:，'1 官H 交付総(~ ) i総 雪

If l 之内 1!i, 80o 9 ,400 

樋 11 56 ,000 28 ,000 

織 jn[ 1点 101 ,000 50.500 

ぷ ilt 111 1:12 ,1100 66 ,400 八IX地J血似合も・

I'~ |抽l :19.000 19 ,500 

見 公 l\! 82 ,200 ,11 , 100 

111 :烈 1 ~4 ， 200 67 , 100 

111 1句トII.i也 36 ,600 18 ,300 

i1!J 1;5 ,800 :12 ,900 機池I也1><:合む

'1"-il明 I.~ J也 92 ,400 46 ,200 

f品l抑制、月I也 22 ,(iOO 11 ,300 

11 1-. 樋 21 ,000 10 ,500 

It.i ff 111 3:1. 900 17 ,000 

~t 'ff 111 20 ,400 10 ,200 

1 1-------也 11 ,600 5 ,800 

新 村 ZO ,800 10 ,400 

H ,11.200 20 ,600 

ド .f.j; öli ,800 :!3 ,400 

村 24 ,200 12 , 100 

| 介 1,021 ,300 510 ,700 

雇用促進住宅入居者募集
H~川促進住宅 (j、 Ij (i)1J保険の被1日正険 おで、扶養

家肢のある }jが人 I，L; できる住宅です。 m ドには 6

地域 (6-1 0r;) に 11;1が長I!設、巡'~;しています。 ~t 今、

人民~ーを募集していますので、ご希巳訟の )j は、 1，!.:

寄りのハ ロ ーワーク公共職業'ム:Æ:所、 ムえは愛 IV1 lt長

IH促進セ ンター (ß0899-47 -(j (i77) までお Il: j ~、

合わせドさい。

住宅 鉄筋コンクリート 、 ノ〈ス ・ トイレ付き

2K-3DK 

家 賃 2 K 11 ,400 -13 , 90011 J 

2 D 1く 15 , 600 -16 , 20QIJ J 

~D K :W , 70()jl j 

共益費 500 -2 ,3001 lJ 

場 所 松山 バ i 1 :野間 r1j'774 3 D K 160J i 

訟山 diJJitlUJ゚[ 1J'1121-7 2 D f( f(iOJ i 

/ト i台 1 打 1 "1分 2 -5 -26 2 K HO}i 

附条 di大Plf牒 h:ω7 2 K HOJ i 

~Jf I.!i i究・ dl松原 p1 r 5 2 K HOri 

大i州 di 多 川'1' 6 - 2 2DI< 80) i 

し げの ",j.; (6) 

歳末たすけあい運動実績報告

‘1<1反 4 1 1 :.度成本たすけあい運動は町民のみなさ んの般極的

なご協)) により完 f しました。

みなさんから寄せられた、 たくさんの義按令と、重信11fT社

会例制:協議会から拠出した405 ， 048 11J とをあわせて「ねたきり

~人」や rldtlJ僚接持」 「悩祉施設入所者」の方々にお附リ

し ました。

みなさんのごり怖とご協 )J に感謝q-l し 1'.げ、その状況を報

;日しま す。

募金実績 ~C 分 実 績

.tt!! 1><: r. IJl ~ 1)く う〉 人 H 'It f国l ~ 官H
111 之 内 28 ,800 

E亀 11 84 ,000 -t人ホーム T平総設
l!i 5 ,000 240 ,000 

人 I~可f;
織 jø[ 1(,( 160 ,200 

ぷ‘ 1 \ IIf 195 ,400 ねたきり-t人家出
-10 l.S00 180 ,000 

ヲE
1'4 l品l li5 ,800 

術庁~fj ト月 j臨 32 ,700 t~附lJ;11安打 11;1 4.500 724 ,500 

比五三 段 123 , :lOO 

111 11i 201 ,:100 'I : ilil誕泌本民主 :12 5,000 160 ,000 

111 l1! 1吋 j也 54 ,\100 

1湖 98 ,700 司Mμ曲家峰 白 I!I 5.000 245.000 

L 樋卜月 j也 :1 1,500 
-t人家証主権fJU

26 1.500 117 ,000 " ・ 1刻ト月地 1-12.100 幼11 11'家経

It,j 'f liI 50 ,600 
払Hlthも没{ミカ ン ・ 141.:1411 

~t 'ff 111 :11 ,000 ジュ -~ ・ iiU :平)

」仁'fr- fìl吋 I也 17 ,1100 

新 村 :ll ,200 ト月{本銀即J 35 ,000 

中本 lil ,I!OO l付 f宇治動的 109 ,400 
林 100 ,200 ( 7 パーセ ン ト)

十I :16 ,:100 
ノ1 品8、 ,11 :!56 1, %2 ,248 

，sp、, ,11 1, :>47 ,200 

住宅金融公庫
平成4年度個人向け融資

1 ， 受付期間

①7 イホーム新築

②主I!先住宅購入

: 1 JJ 25 U (}ll より 3月 1 2 EJ 樹まで

:ヂ成 5{t=- 3J j1 9 日 (僧まで (継

続受付"1) 
0) 'I " liW--t眺人・リ フォーム: ヂ成 5 íド :i J J 19 日樹まで (縦

来~Il ~受付・ 11 1}

2. 融資額

①マイホーム新築 ・ 主主先住宅購入 ・ 111 ，'.t主宅購入
新築 ・ 購入する住宅の条件等により兇なります。

② リフ ォ ーム: M: ，~・;j 510 )jjlj (工事政の 8 1.'IJ以内)

(それぞれに特別加算削もあります)

3 . 金利(年)

①マイホーム新築 ・住先住宅購入 ・ tf' (.佐官購入(マ ンシ ョ ン)
: 4.45%-5.0% 

( '1' ， li住℃雌人 ( _} i ~て苛i ) ・ リフォーム: 4.75%-5.0% 

③特別加算税i : 5.1% 

4 ，その他

局し く は住宅金融公時間 I Ii]支店(宮0878 ー 25- 0511) 、また

は住宅令制!公hli業務取ぬ18 までお Iltj ~、合わせ ド さ L 、 。



広 ザhσ〉げし幸良(7) 

雲堕
型|健|

要因
ご室困
貫一回

病
気
別
の
健
康
教
室
を
行
い
ま
す
。

皆
さ
ん
お
誘
い
あ
わ
せ
の
上
お
、
」
し

下
さ
い

。

〈
場
所
v

町
民
会
館

〈
持
参
品
v

健
康
手
帳
(
当
日
発
行
司
)

〈
参
加費
v

無
料

〈
由
申
し
込
み
方
法v

実
施
H
.

週
間
前
ま
で
に
、
役
場

・

保
健
制
ま
で
御
辿
絡
ド
さ
い

。

〈
そ
の
他
〉

希
望
者
に
血
液
検
査
を
実
施
し
ま

す
。

(全
額
自
己
負
姐
)

①
実
施
日

二
月
十
七
日
附

午
後

一
時
l

二
時

②
場

所
町
民
会
館

・

診
療
室

③
検
査
項
目

・

料
令

下
記
の
と
お
り

※
中
性
脂
肪
・

血
糖
の
検
査
を
受
け

る
店
は
、
検
査
を
正
雌
に
行
う
た

め
、
午
前
八
時
ま
で
に
食
事
を
す

ま
せ
、
そ
れ
以
降
は
何
も
飲
食
し

な
い
で
下
さ
い
。

検
六
項
H

の
選
択
は
れ
由
で
す

。

が
仰
に
希
噌
検
汽
頃
日

を
お
知
ら
せ

ド
さ
い
。

く病気別健康教室の日程・内容〉
11 目年 l付 Y手 .11 R申

2 月 17 日
14 : 00 ltlll ,Ji; 1";:術院

ー 必4軍 r縦版事"について」
U持 15 : :W :,., +:飽 :医師

割，~h!<術教可f

2 月 25 日
ト1: 00 .11~曜 r l\'旬以術の食。IHf.t

ilに ついて J )~ )jl.ム f 栄鋒 1 :

~ ，筏 r速射J縦wに(痢 開r f~健制1:; : :10 ~H 、 て」

r.ìi bti.骨量血l，i ' 1<1 :00 必』を r ，:::i h!<1Iを血I，i~ (紛
{痛風)と 3 月 4 日 lう )jl.ム 1 栄1l 1 :

，:Js コレステ
Jj，)と，'::j コレス テ

U拘 圃rf~鍵凶
ロールfl(市 15 : :10 ロールについて 」

3 月 9 日
14 : ()O 愛tnl\H民地指ifl.

- 占草花rB173 曲lll :について J 向車 Iえ
l此) 15: :ω 総本 Il 

ρs 血11:教千・

3 月 16 日
10: O() 

41~ r滅I孟について J lう )j l.ム十次長 l

l知
12 ・ 30

e出IJ II"~~~ ri成Jl.i食」 回I保健悩

• • 肘慣舵機宜

. 割開 IIDL 
検

1 - コレえチ 富島 制止 世

rt'rt脂肪 GTP コレステ 首 血
t鮒If<嗣 tアルコ GI'T GOT ロール t錨風向 S百

同険制 隙ー世Wル}性肝 ロ ール町峨 償責} u 

期制1'1 以祖1' 1 3f.oI'1 SI51l1 5151'1 縦訓01' 1 515J1J 3曲川 4631'1 料

4ヒ ， ト 円 量

1 f, - i <li ll 1It 1ll'血鮒 IJ除() 内崎 :t Z .師01'1 t 
! 9/011' 令て}的場合 2.5751'1 

;;� 1則的時IIHの :10分前か ら・ま 1・f を します

健康づくり料理講習会
r 1 日 30 品目を目標に」

エプロンがあれば使

能Mi な{本を維持するためには 、 バランスのとれ;

食午前を心がけることが大切です。 そのためには 、

I 1130""'111 以 Lの食品を食 l :-tにのせる ことも aつの
)jiよです。
r I 11 3M,j'" 1 を IJ 棋にJ と い うテーマで槌Il}tーづく

り料f1H議官会をド記のj盛り|制限します。
??さんおさそいあわせの L、おこしドさ L 、 。

対象 住民

料 金 無料
健康手帳(タッパ一、

利です)
希望者・には j(I1Jt測定を{打、ます。

1月)

. 

組大ごみ回収(2 月 28 日)のお知らせ
2 )J 28 11 旧)は組大ごみ|口l収日です。
ド記のことにfYi怠し指定場所へm してドさい。
回収時間

Ilïl収 1 1 の午 liijl0 1l .\・ まで
( 1百|収 LI 以外の ト | には /1'， さないでドさい。)

図版する粗大ごみ

テレビ、 冷蔵印、洗た 〈機、 (1 転 ，' !i.、 ミシン、ベソ
ド、初しイス、家見、ふとん、 じゅう たん咋。 (そ
の他のものについては 'J>;Fiíj に厚生課へお 1 1: 1 ~、合わせ

下さ L 、 。)

注意事項
-般ごみ、イく燃物 (f] ン ・ ピン矧)は従;f(: ì岳りの

11 +1で lul ~:x.しますので、キu大ごみの 1 11 1収には 1'1 '1 さ六­
L 、でドさ L 、 。

コ'ム製 J1131 ・ ビニール咋(うすいアゼシート ・ ハウ
ス川ビニールシート)などのI:~:業l挺棄物及ひ"‘h~所
からの排出はお|析りします。

キIL大ごみの '1 1 にはまだまだ利川できると忠われる

むのがたくさんあります。 ，'1 '1す liij に もう ・度利川で

きないか4在認しまし ょう。
次の回収日は 4 月 28 日附てoす 。

'fi. 
-栄餐 l了の Mi

f ，<ラン Ã (l)とれ

た食併について J

.保健紛の訴
r U$の健康符烈

について J

. PIlJll! ~長官、試食

l付J品 p好

l 村公民館

l制1輯 II.'fJll I

10: 00-

12 : :lO 

受付時JiIJ

9: :10-

10: 00 

持参品

その他

11 11 

3 月 1 日

ド 加í l~t ~tli+i l岳'1'. IIJII.IJ 繊樋 111 地 キ且
!f 樋 語専 i~
A、 Î ffl'f ム" 

rl� うそ ilt 拘I .t 大
1 ・n 卜月 I，ij ト月 I'~ -. 

H # 林 村地 日 11111 地 地 I也 I周 地 i午 呉川I I 川 JJ;1I11 1̂ l11,z ー
み

aま白F金厳お農!会長太野北千公 ポ磁公遊集公池公八 JE 公統 固
;71 ん協 地IlJ l lIt i周 氏 ン池 U:II世1 1 {~Î l l止 ノ民IJ( ilt l +: IK 本協支議 じ Mq人|州プ公館叫館ド仙川側谷 g i Ff th!山'iI{@lj也 9|相!~側前 公必グ内パ -

~t 所 l相場駅縦館 民地 ラ !II~ え

l 倒LL~~~~==~==~~LLLJ



(8) 

手口

教

ヨ民
同

同
「
第
四
国
人
権
を
語
る
集
い
」
か
ら②

人
権
な
あ
に

持
志
小
学
校

合
瀬
.仲」

r，ï ノ、

三 年

d、

品
近
、
新
聞
や
テ
レ
ビ
で
人
権
と

い
う
?
同
葉
を
見
た
り
聞
い
た
り
し
ま

す
。

こ

の
人
権
と
い
う

J-
u東
に
は
ど

ん
な
な
昧
が
こ
め
ら
れ
て
い
る
の
で

し
ょ
う
か

。

辞
典

で
調
べ
て
み
ま
し

た
。

前
山
県に
は
こ
う
占
い
て
あ
り
ま

し
た

。「
人
が
人
と
し
て
生
ま
れ
な
が
ら

に
持
っ

て
い
る
権
利
」

だ
そ
う
で
す

。

こ

の
人
権
が
大
き
く

六
つ
に
分
け
る
こ

と
が
で
き
る
と
い

う

こ
と
を

、

ぼ
く
は
本
を
抗
ん
で
初

め
て
知
り

ま
し
た
。
.

つ
H

は
、
法

の
ド
で
平
等
に
あ

っ
か
わ
れ
る
権
利
。

'

a

つ
付
は
、
意
見
を
述

べ
た
り
、
信

仰
し
た
り

、

職
業
を
選
ん
だ
り
す
る

のlγ し幸民広

こ
と
が
自
由
に
で
き
る
権
利

。

a
-

一
つ

口
は
働
く
人
た
ち
が
同
結
す
る
権
利

。

問
つ
自
は
国

の
政
治
や
地
方
の
政
治

に
参
加
す
る
権
利

。

丘
つ
目
は
最
低

限
度
の
仲
[
活を
品
川
み、
同
じ
よ
う
に

教
育
を
受
け
、
仕
事
に
つ
い
て
働
く

権
利
。

六
つ
目
、
裁
判
を
受
け
る
権

利
。

こ
の

」
ハ
つ
の
権
利
全
部
を
合
わ

せ
た
も
の
が
基
本
的
人
権
と
い
う
こ

と
で
し
た

。

こ
の
人
権
と
い
う

--
z

u
葉
を
調
べ
て

い
る
と
き
、
今
ま
で
に
自
分
に
い
や

が
ら
せ
み
た
い
な
こ
と
を
さ
れ
た
、
」

と
を

思
い
出
し
ま

し
た

。

一
つ
は
ふ
で
ば
こ
の
・
中
に
ポ
ン
ド

を
ぬ
り
た

く
ら
れ
て
い
た
、
」
と
で
す
。

こ

の
い
や
件
はご
.

年
・

の
時
に
起
噌
」
り
ま

し
た
。

そ
の
u

.

そ
う
じ
か
ら
州

っ

て
き
て

、
ふ

で
ば
こ

の
ふ
た
を
聞
け

る
と
ね
と
ね
と
に

ポ
ン
ド
が
ぬ
り
た

く
ら

れ
て
い
た
の
で
す

。

先
生
が
訓

べ
て

、

0
0
4

だ
と
わ
か
り
ま
し
た

。

つ
ぎ
に

、
以
休
み

に
ア
ー
ル
に
米

た
と
き
に
く
つ
を
か

く

さ
れ
た
り

体
操
服
を
か
く
さ

れ
た
り
し

た
'
」と

が
あ
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
さ
れ
た
こ
と
ば
か
り
で

は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。

自
分
が
し

た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た

。

一
つ
は
遊
ぶ
と
き
に

仲
間
外
れ
に

し

た
こ
と

で
す
。

も
う
-
つ
は

人

の

い
や
が
る
こ
と
を
-
パ
っ
た
こ
と
で
す

。

そ
れ
か
ら

、

人
を
あ
だ

な
で
よ
ん
だ

ニ
と
も
あ
り
ま
す

。

こ
う
い

っ

た
こ
と
か

ら
、
ぼ
く
は
、

こ
ん
な
こ
と
を
思
い

ま
し
た
。
自
分

、-

が
人
権
を
尊
民
し
な
け
れ

ば
、
い
つ

か
ぼ
く
に
も
、
人
権
を
尊
唱
さ
れ
な

い
時
が
く
る
ん
だ
な
あ
と
思
い
ま
し

た
。

こ
れ
か
ら
は

、
使
う
-
d
柴
な
ど

に
も
れ
を
つ
け
た
い
な
あ
と
思
い
ま

し
た

。
基
本
的
人
権
は
、
日
本
同
窓
法
に

あ
っ

て
、
以
前
か
ら
あ
る
の
に
、
な
ぜ

人
権
問

.

組
は
な
く
な
ら
な

い
の
で
し

ょ
う

か
。

頭
で
は
思
っ
て
い
て
も
、

人
に
は

注
怠
で
き
て
も

、
い
ざ
自
分

の
こ

と
に
な

る
と
、
守
れ
な
く
な
る

の
で
は
な

い
で
し
ょ
う

か
。

で
は
走
別
を
な
く
す
に
は
ど
う
す

れ
ば
い
い
の
で
し

ょ
う

か
。

や
は
り
、

友
だ
ち
が
あ
だ
な
を

パ
っ
て
い
る
の

を

け
んて
、
か
わ

い
そ
う
だ
な
あ
と

思

う
だ
け
で
は

だ
め
だ
と

思
い
ま
す

。

同
情
す
る

こ
と
も
大
事

で
す
が
、
そ

の
あ
だ
な
を
パ

っ

た
友
だ
ち
を
止
め

ら
れ
る

J切
れ
が
必

.

県
だ
と

思
い
ま
す

。

か
わ
い
そ
う
だ
な
あ
と
か
、
よ
く
な

い
な
あ
で
は
な
く
、
そ
の
次
の

a

歩
。

そ
れ
が
大
切
だ
と

思
い
ま
す

。

人
椛
な
あ
に

。

そ

れ
は
、
ぼ
く
も

あ
な

た
も
、
そ
し
て
み

ん
な
が
も
っ

て
い
る

大
切
な
も
の

。

か
け
が
え
の

な
い
も
の
で
す

。

来見

子

映

上
映
映
画

『
長
く
つ
し
た
の
ピ
ッ
ピ

』

L

十
-
K

分

『
と
べ
な
い
ホ
タ
ル

』ト
じ
分

、，- ~ .-.)/:〆ノ
、司骨汽惨に、 , 

L忠三ζぷ.三二 司令称eか，ν， 一毛翠
' ニ....... 与ヰ --

ています。

秘密厳守なのでお気軽

保健所では、 家~if十!画

に |期する悩みの相談に専

幸せな家族計画相談

門の相談 i1が無事| で応じ

画

A
Q
一A

日
時

二
月
二
十
七
日
出

，

M
日
午

後
e

e

川
J

・

卜
分
1

川
河
時
卜

-h

分

午
後
六
時
1

じ
時
間
卜
五
分

1111 
11 

場
所

屯

信
町
民
会
館

(
 .
.
 昨m
L
八
ホ
i

ル

入
場
料

rI 

41旺

主
催

屯
信
町
観
と
「
の
け
此
い
映州

を
見

る
会

後
掻

取
信
町
教
育
委
日
比
全

屯
・

信
町
交
化
協
会

にどうぞ。

(申し込み)

1立話あるいは手紙に よ

る予約制

松山市北持H I P1 f132

松山中央保健所

宮41 ー 1111 (内線 258 )



ふ
れ
あ
い
の
日

九
月
か
ら
全
国

一
斉
に
ス
タ
ー
ト

し
た

「

学
校
週
五
日
制
」

で
子
供
た

ち
は
ど
の
よ
う
な
土
臨
休
日
を
過
ご

し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

中

学
校

で
の
取
り
組
み
ゃ
意
見
な
ど
を
紹
介

し
ま
す

。

中
学
生
と

言
え
ば
、
も
う
十
三
歳

。

自
分
自
身
で
身
の
回
り
の
世
話
を
し

た
り
、

生
活
を
楽
し
ん
だ
り
す
る
こ

と
が
で
き
る
は
ず
で
す
。

ふ
れ
あ
い

の
日
は
、
そ
ん
な

一
人

一
人
の
主
体

的
な
計
画
を
も
と
に
生
活
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す

。

普
段
で
き

な
い
家
族
と
の
ふ
れ
あ
い

、
友
と
の

ふ
れ
あ
い
、
ま
た
、
主
物
と
の
ふ
れ

誰と過ごしたか

。〉'f し報

'õ(1!. と

G) N.遣 と
_ ' J.，で
E国 その 111

}玄(9) 

9月

あ

い
、
自
然
と
の
ふ
れ
あ
い
な
ど
様

々
な
ふ
れ
あ
い
を
求
め
て
、
ゆ
と
り

の
あ
る
、
し
か
も
自
分
自
身
が
満
足

し
た
り
、
充
実
感
を
味
わ
っ
た
り
す

る
こ
と
の
で
き
る

一
日
を
目
指
し
て

い
ま
す

。

そ
の
た
め
中
学
校
で
は
四
月
に

事

前
調
査
を
し
ま
し
た

。

そ
の
結
果
、

第
二
土
雌
日
の
休
日
と
な
る
こ
と
に

四
十
%
の
保
護
者
が

、

七
十
%
の
生

徒
が
賛
成
し
て
い
ま
し
た

。

ま
た
、

最
も
気
が
か
り
だ
っ
た
、
休
日
と
な

る
土
限
日
に
保
護
者
が
家
庭
に
い
な

い
生
徒
が
二
十
三
%
い
る

こ
と
が
実

態
と
し
て
わ
か
り
ま
し
た

。

こ
の
よ

う
な
実
態
か
ら
、
や
は
り

学
校
の
体

育
館
、
運
動
場
な
ど
を
自

由
に
開
欣

区沼 n官で
G自 証迫師事で

- 令惚11111.00:'聞書館唱で
1m) 舗で
彪2 ・1 外専で

どニで過ごしたか

9月

11 月

し
、
ま
た
部
活
動
も
中
止
し

子
供
た

ち
の
主
体
的
な
活
動
を
妨
げ
な
い
よ

う
に
し
て
い
ま
す

。

さ
て
、
そ
れ
で
は
実
際
に

子
供
た

ち
は
ど
の
よ
う
な
生
活
を
し
て
い
る

の
で
し
ょ
う
か

。

九
月
と
十

一
月
の

生
活
を
グ
ラ
フ
で
紹
介
し
て
み
ま
す

。

(在
図
)

次
に
、
生
徒
や
保
護
者
の
意
見
を

紹
介
し
ま
し
ょ
う

。

O

普
段
忙
し
い
父
親
と
ゆ
っ
く
り
秋

の
一
日
を
、
野
山
に
ド
ラ
イ
ブ
に
行

き
ま
し
た

。

山
の
木
々
が
紅
葉
し
て

と
て
も
美
し
い
風
景
で
し
た

。

木
々

の
名
前
に

詳
し
い
父
親
が
色
々
と
話

し
を
し

、

子
供
た
ち
の
感
心
す
る

一

H

で
し
た

。

底辺 脹Irゃn柑

C:::J '~I'lゃ刊、 .4‘
- 車ぴ休豊島叫司
臨Ð 1-(;;‘・胃
留薗 そ向檎

何をして過ごしたか

9月

O

家
族
で
里
へ
行
っ

て
、
柿
や
み
か

ん
の
収
穫
作
業
を
し
ま
し
た
。
子
供

な
り
に
手
伝
う
こ
と
が
で
き
、
い
い

経
験
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す

。

遠
く

に
住
ん
で
い
る
祖
父
母
に
と
っ

て
、

係
が
手
伝
っ

て
く
れ
る
こ
と
は
う
れ

し
い
、
」
と
だ
と
岡
山
い
ま
す。

O

時
計
の
ベ
ル
に
起
こ
さ
れ
る
こ
と

も
な
く
、
自
然
に
目
を
党
ま
す
日
が

あ
っ

て
も
い
い
な

。

と
親
も
子
も
思

い
ま
し
た
。

ケ
ー
キ
を
焼
い
た
り
し

て
、
生
活
に
生
か
せ
る
こ

と
も
教
え

る
こ
と
が
で
き
て
良
か

っ
た
と
思
い

ま
す

。

O

町
民
凶
書
館
で
ボ
ラ
ン
テ

ィ

ア
活

動
を
し
ま
し
た

。

私
た
ち
は
、
本
を

種
類
別
に
並
び
か
え
ま
し
た
が
、
普

段
か
ら
整
理
さ
れ
て
い
る
た
め
か
、

ま
ち
が
っ

て
他
の
と
こ
ろ
へ
並

べ
ら

れ
て
い
る
本
は
少
な
か

っ

た
と
思
い

ま
す

。

私
た
ち
が
活
動
し
た
の
は
た

っ
た
三
十
分
で
し
た
が
、
大
変
古
車

な
時
間
だ
っ

た
よ
う
に
思
い
ま
す

。

⑧
⑧
⑧
⑮
 

重
信
町
社
会

一怖
祉
協
議
会
に
次
の

方
か
ら
金

一

封
を
寄
付
ド
さ
い
ま
し

た
和
田
由
喜
子
さ
ん

(
志
津
川
)

大
北

鶴

市
さ
ん

(
午
糊
)

細
贋
キ
ヨ
子
さ
ん

(
.
ト
林
)

近
藤
伴
温
さ
ん

(
出
窪
)

リ
カ

l

シ
ョ
ッ
プ
あ
い
ば
ら(

北
野
田
)

不
ニ
精
機
株
式
会
社

第15固

重
信
町

健
康
マ
ラ
ソ
ン
大
会

マ
イ
ペ
ー
ス
で
完
走

健
康
マ
ラ
ソ
ン
大
会

第
十
五
回
重
信
町
健
康
マ
ラ
ソ
ン

大
会
が

一
月
十
七
日
(
日
)
、
重信
川

緑
地
公
凶
で
行
わ
れ
ま
し
た

。

当

日
は
穏
や
か
な
晴
天
に
町
宮
酔
れ
、

二
・
四
・

六
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

の
二

一コ

ー
ス
に
約
八
百
五
十
人
が
参
加
し
ま

し
た
。

参
加
者
の
最
高
年
齢
は
七
十

九
歳
、
故
少
年
齢
は
二
歳
で
、
と
も

に
・

冗
気
に
完
走
し
ま
し
た

。

六
キ
ロ
競
走
コ
ー
ス
は
、
問
律
の

いH川
須
錠
常
仲
さ
ん
が

4

一十
分
一
二十
七

秒
で
優
勝
し
ま
し
た

。
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閉
園

図

屋E
園

1

月
日
日
届
出

出
生
(
お
め
で
と
う
)

住

所

保

護

者

出
生
児

一生
年
月
日
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相談室ﾄ 
円重信 町教

病気別鍵l主教室r ，fh 血fE教室①」

申告lm虫 (ートJ本)

l 才 6 ヶ月兇他J~t診 1i

H 3 年 7 ・ 8 !-I ']:ま tl

司、燃ごみ 1!!I~1I.u 

9ω 

チ供の教育上の諸問組や悩みごとなどについて

相誠に応じる重信町教育相談室を開設しています。

気軽にご相談ドさし、。 秘密は厳守します。

13:30-14:30 1 町民会館

11附
巾告側J主 a村)

行政・心配ごと相級所

ゆ附r 

月 日 キ11 議員

3 前須賀利清

10 大森敬子
2 
17 近藤栄宏

24 近藤良悟

3 稲荷善一

10 武智 道子

3 17 キ本 トシ子

24 j也J1 I 敏朗

31 池川 邦男

1ú:週水間~R日時

12ω 

,..1 
13 : 00 -17 : 00 

'.l}: J'古でもよいし、

直線米られでも

かまいません。

ー 子供からのf~話

も受付けていま

す。

心配ご と相談所

不燃ゴミ郎収日

申告相談(見栄良) 1 9:00-15:00 

26ω1 3 才児健康診資 | 
月 1 ---1 .~ '~ 'w.~'''.~ ~-:- 113:00-14:00 

|H ，元 ， 10 ， 1-H .7(12 ， 3 1 生まれ . 

27tIJ I 役場開斤日
1 ~詰祷医 宮内病院 松山市北格制r 合75 - 0091

28(印 ト一一一一ー
1 ~~l大ゴミIill~日(指定場所へ午前10時までに出して Fさい。)

申告側絞 (志津川) I 9:00-15:00 I 役場別館 2 I荷

健康相続 1 13:00-14:00 1 町民会鉛

健康づ く り料峻鱗針金 1 10:00 角

出型空(山之内 ・樋口 ・横河原)_J_!J_:_O_(l_-
11'1 告相談 {凶1凋) I 9:00-

3種混合 (2.f!重混合)f-防後磁③

H ,2,7 , 1-2 , 12 ， 31' 1: ま t'l

及ぴ 6 才米i鈎の米後航者
11 1告制緩 (牛湖開地・ 上樋 . lln号台 ) 1 9 :00-1 5 :00 1 牛湖問地第 2 集会所

4 附 | 病気別健康教室 「泣i1il<俊血症(術 | 受付 1 3 : 30 -1 4 :ω |
1 :: ::. : ~ ~: :~ :: I 町民 会 館

風} と 高コレステ ロ ール救'Íi J I 教室 14ωー 1 5 : 30 I 

5 t剣|申告相絞 (牛洲) 1 9:00-15:00 1 小湖公民館
一|健康相絞 I 9:00-11:00 I 役場似飽紛宅

6t~J 十 一一ーー 一一 ー 十ー 十・ーー
日 目おはなし会 I 13:30- I i!C1 ~f fil¥; 2 際

当番e& 北上郷博覧形外科 松山市平井田T ft75-3753 
3 I 7(W ト一一一一一.. .. .

消防出初~A

申告相談 (ït.j貯 111 . 北野111) I 日:∞-15:00 1 ~t f1'川公民館

申告相議 {下林)

9:00-15:00 I 七村公以館

13:00-15:00 I 役場』会 J品 衛

巾告相談 ( 'f' 術1-1) I 9:00-15:00 I 役場日IJ 館 2 際
13W I 役場開斤 1:1 おはな し会(I :UO- J:ii11f1!�i 2 断}

|当番E吉 永山内科 松山市北続本田T ft76-1788 
14 (日) ~ ';'~~・~J通諒成天主 ー匂一…令一--.一 .一…-一r一.瓦正証:弱二二-一…….一……….一…….一…….一…….一……e一…，一--T

l日5仰 | 時申i追1 告相t絞車i沿改終 1:1 ( f'倫 l日1) I 9:00 - 1凶5 :冷0∞0川| 役品織J 別館 2 階
目病気別健康教室 1 .受 f;j" 9 : 30- 10:ω ' 

F 1111 血I正教室②」

t[d宮中学校卒業式

乳児健康診1t.

I){I占館 3 I~腎

64-3437 

場所

電話

方法

会 館

H4JI'. 5 ・ 8 ・ II)J'1:ま t1..

, 存分の U 祝日のためゴミ ~mいた し ません. 2W IIjjに m して ト きい。
2α土)f

| 当制翠 国立燦望書wr:愛媛病院 機河原 宮古<1-241 J 

21(1:1) 1 当番医西村内料 志津川 合64-2461 

22UJ) I 健級制絞 (24 日まで) I ~ 
23ω 1 m信幼稚閥、 ~t ï!;'斤幼税l胡修 f式

| 小学校修(JI， . 卒業式. 111 '1'修 了 式 不処ごみ lul JIY. 11
25附 ~ .心配ーご 己如実所 f i :i :öo ':;広 óii T 佼 助会織宅
26~泊 1 3極混合 (2種混合) f'防後積 U NI 1 14:00 四
27出|役場開斤1-1

2以問 1 1革帯医 泉内科

u; 会 mI

町民

13 : :10-14:30 1 町

ト

教事 10:阻}ー 1 2 : 30
16(?� 

171将

1 8榊

ft66-2226 

-14:30 

川内町南方
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